
※セミナー内容は予告なしに一部変更する場合がございます。

第11回 クロエグループ 製薬向けセミナー

主催：株式会社クロエ 共催：株式会社クリニカル・トライアル 株式会社CTS

お申込方法

製薬メーカーにおける新たな患者コミュニケーションを考える
～業界を取り巻く環境変化や患者が望んでいることを踏まえて～

【場所】日本橋ライフサイエンスHUB

50名

開催日時

定 員

開催場所

http://www.nihonbashi-lifescience.jp/

東京メトロ銀座線・半蔵門線「三越前」駅より直結

2019年4月23日（火）16:00-19:00

参加費：￥2,000

（受付開始15:30）

※ネットワーキングセッション（飲みもの、軽食付）
※お申込みは、1社につき3名様までとさせていただきます
申込者が超過する場合、人数調整いただく場合がございます

※定員に達した場合は、抽選とさせていただく場合がございます
※弊社と同様のサービスを提供されている企業の関係者は、
参加をお断りさせていただく場合がございます

プログラム

16:00-16:10

開会の挨拶

16:10-16:50

【特別講演】
製薬企業の本来あるべき患者との接し方とは？
～業界を取り巻く環境変化や患者が望んでいることを踏まえて～

株式会社アーベツェー 代表取締役

埼玉医科大学臨床研究審査委員会委員

古川 隆氏

16:50-17:30
【講演】
Patient Centricityを実現するために知っておきたい基礎知識

～PXから発見する患者インサイト～

株式会社クロエ

コンサルティンググループ グループ長

杉本 徹

17:40-18:00

【パネルディスカッション】
患者が正しい医療選択をできるために製薬企業に求めるもの

18:00～19:00

ネットワーキング

欧米の製薬企業を中心に、より患者さんに寄り添った医薬品開発や臨床を目指す動きの一環として「Patient Centricity活動」
が積極的に行われています。国内の製薬企業においても、Patient Centricity活動の具体的な検討も始まってきており、メーカー
内部のタスクチーム編成や自主的なプロジェクトで「どういう活動ができるのか？」というご相談をいただく機会も増えてきています。

年々厳しくなる業界内自主規範にとらわれ「何をしたらダメなのか？」「何をしたらコードに抵触するのか？」という後ろ向きで自己防
衛的な視点ではなく、「製薬企業は患者の正しい医療選択のためにどのような情報提供ができるのか？」という前向きな本来あるべ
き視点に立ち、「製薬メーカーにおける新たな患者コミュニケーションを考える」と題し、セミナーを開催させていただきます。

休憩（10分間）

≪モデレータ≫
株式会社クロエ 臨床企画・メディア統括 田中智貴

（生活向上WEB編集長）
≪パネリスト≫
一般社団法人ペイシェントフッド 代表理事 宿野部 武志氏
株式会社アーベツェー 代表取締役 古川 隆氏
株式会社クロエ コンサルティンググループ 杉本 徹

株式会社クロエ マーケティング事務局 担当：溝口／内田
≪TEL≫：03-5953-2108（平日9:00～18:00） ≪E-mail≫ : mkt@croee.com

下記のセミナー申込ページに登録、または、当社グループの担当営業まで直接ご連絡ください。
≪クロエ セミナー申込ページ≫： https://www.croee.com/seminar


